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府
川
替
相
場
山
暴
務
が
嵐
氏
の
富
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
丸
巻

八
六
八

第
六
時
酌

一-r、

震
替
相
場
の
暴
落
が
闘
民
の
富
に
及
ぼ
す

w影
饗
百
に
つ

、f
t
a』

h
u
-

iI 
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昭
和
七
年
以
来
固
の
劃
外
債
値
の
暴
落
は
我
闘
の
輪
出
を
し
で
世
界
市
場
を
捲
一
席
せ
し
め
、
諸
聞
は
矯
め
に
自

己
市
場
の
擁
護
に
腐
心
浪
々
と
し
て
魚
替
ダ
ン
ピ
シ
グ
論
.
枇
合
同
的
ダ
ン
ピ
ン
グ
論
を
唱
へ
て
そ
の
政
策
の
支
柱

と
な
さ
な
と

3
へ
す
る
。
固
内
に
於
て
は
轍
出
産
業
を
起
鈷
と
し
て
好
景
気
を
出
現
を
見
、

正
に
ず
ア

Y
ガ
の
一
百

ム
如
〈
諸
資
本
主
義
園
中
例
外
的
地
位
を
占
め
て
は
ゐ
る
が
、
之
に
劃
し
て
或
者
は
外
聞
に
唱
へ
ら
れ
る
ダ
ン
ピ

ン
グ
論
を
否
定
し
て
現
肢
を
謡
歌
し
、
或
者
は
勢
働
者
階
級
の
負
轄
に
於
て
な
さ
れ
る
債
値
の
無
償
轍
出
の
結
果

な
り
と
し
て
之
を
排
せ
む
と
す
る
。

思
ふ
に
諸
説
の
紛
今
と
し
て
ぞ
の
認
識
及
び
判
定
を
異
に
す
る
は
立
場
の
相
違
に
基
〈
。
而
し
て
問
題
は
言
ふ

ま
で
も
な
〈
園
民
経
掛
に
於
て
存
し
、
判
定
は
随
っ
て
亦
困
民
経
掛
の
立
場
に
於
て
な
さ
る
べ
き
で
め
る
。
貨
は

個
人
的
立
場
に
立
っ
て
事
物
を
観
な
が
ら
岡
民
的
立
場
に
立
っ
と
錯
費
す
る
多
〈
の
論
者
は
問
題
と
す
る
に
足
ら



な
い
。
岡
民
蛭
揮
の
組
織
が
資
本
主
義
以
外
の
も
の
た
り
得
や
と
な
す
者
は
、
安
易
な
肯
定
論
を
導
き
出
す
が
、
・
本

問
題
は
寧
ろ
園
民
経
漕
組
織
と
し
て
の
費
本
主
義
の
債
値
が
吟
味
3
れ
る
一
場
合
を
な
す
の
で
あ
る
。

か
う
る
立
場
よ
り
観
れ
ば
劃
外
貿
易
は
世
界
資
本
主
義
に
於
け
る
草
な
る
財
貨
統
遁
の
現
象
で
は
な
く
て
、
園

民
の
補
足
的
富
生
成
の
過
程
に
外
な
ら
な
い
っ
た

v
商
人
の
活
動
が
自
由
な
る
限
り
、
富
補
足
の
過
程
は
自
然
的

機
構
に
よ
っ
て
港
行
さ
れ
る
。
蕊
に
問
題
が
殺
生
す
る
。
却
ち
固
の
針
外
債
値
の
下
落
は
、

一
般
に
此
の
自
然
的

機
構
の
蝿
轄
ぷ
謝
し
て
大
な
る
刺
戟
と
な
り
、
闘
内
が
特
定
の
情
態
に
あ
る
時
は
刺
戟
は
更
に
強
大
p

ど
な

3
0
味

に
常
局
者
ド
於
て
貿
易
の
本
質
に
闘
す
る
明
確
な
る
認
識
な
扶
〈
時
は
此
の
機
構
の
活
動
が
組
関
目
的
い
い
依
づ
て

過
賞
な
る
規
制
伝
受
け
得
令
、
自
然
的
廻
時
は
徹
底
的
に
行
は
れ
る
。
闘
民
の
立
場
に
立
つ
限
り
、
説
p
伊
は
か
p
a
u

て
部
周
走
れ
た
も
の
や
-
貿
易
に
於
げ
る
悶
民
的
目
的
に
臨
ん
し
て
刷
判
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
論
文
の
目

F
す
と
こ
ろ

は
、
こ
の
事
態
に
つ
き
そ
の
性
質
に
闘
す
る
解
明
並
び
に
園
民
の
立
場
よ
り
す
る
判
定
に
外
な
ら
な
い
。

こ
の
判
定
は
補
足
的
富
獲
得
の
怨
め
の
提
供
財
貨
の
債
値
量
と
調
達
さ
れ
た
富
の
債
値
量
と
の
比
較
に
基
い
て

行
ば
れ
る
。
随
っ
て
償
値
量
の
測
定
即
ち
評
債
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。
闘
が
卦
外
逗
用
を
な
す
限
り
‘
封
外
牧

文
卦
照
が
之
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
補
足
的
富
の
債
値
量
も
亦
之
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
事
は
極
め
て
嘗
然
で
は

あ
る
が
、
然
し
問
題
の
殺
生
が
抑
E
国
債
下
落
に
よ
る
在
内
債
値
と
卦
外
債
値
と
の
希
離
に
存
す
る
以
上
、
こ
の

問
題
に
闘
す
る
限
り
、
明
か
に
園
は
最
早
や
信
頼
し
う
る
債
値
尺
度
で
は
な
い
。

一
般
に
多
〈
卒
僚
に
於
げ
る
園

の
債
値
所
謂
金
園
を
用
ゐ
る
が
、
以
下
に
於
て
議
ペ
る
如
〈
、
潟
替
暴
落
時
に
於
け
る
貿
易
の
考
察
に
嘗
つ
て
は
、

然
替
相
場
の
暴
落
が
幽
R
Z
の
富
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
一
J

第
六
時
翫

七

第
三
十
九
巻

八
六
九
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気
替
相
場
の
暴
落
が
凶
氏
の
宮
に
及
ぼ
寸
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
谷

か
〉
る
卒
面
的
評
僚
が
如
何
に
無
力
な
る
か
を
知
り
う
る
で
あ
ら
う
。
か
〉
る
事
態
は
会
〈
後
述
の
如
き
岡
際
経

祷
の
基
本
的
構
成
、
闘
際
貨
併
の
機
能
の
佐
賀
よ
り
生
や
る
も
の
で
あ
っ
て
、
婚
に
此
の
根
蟻
よ
h
ノ
、
論
間
的
に

八
七
O

第
六
披

八、

組
躍
の
目
的
に
照
し
て
な
す
主
観
的
評
償
、

い
は
Y
線
瞳
的
評
債
の
方
法
一
か
要
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
手
は

貿
易
に
於
け
る
非
常
の
事
態
よ
り
此
の
方
法

Jr求
め
る
に
至
っ
た
が
、
常
時
に
於
古
色
闘
民
の
立
場
よ
り
な
き
れ

る
判
定
は
必
十
之
に
基
か
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
知
名
。

-
、
職
出
貿
易
伸
展
の
根
櫨

最
近
の
我
闘
轍
出
の
伸
展
の
根
嬢
に
つ
い
て
は
、
各
冷
共
の
立
場
に
従
っ
て
強
調
す
る
賄
を
具
に
す
る
が
、
先

づ
購
買
資
力
の
減
退
せ
る
諸
岡
氏
の
需
要
蹴
揺
に
適
合
す
る
程
我
闘
の
商
品
が
低
廉
な
事
貫
に
よ
三
事
は
言
を
侯

た
な
い
。
而
し
て
生
産
費
の
低
廉
さ
は
一
方
に
於
て
生
産
力
の
特
殊
的
事
情
に
よ
る
閏
民
生
活
程
度
の
一
般
的
低

級
き
に
比
し
て
、
経
管
上
技
術
上
部
ち
主
と
し
て
人
的
生
産
力
の
方
面
に
於
け
る
後
展
に
基
〈
一
面
も
考
へ
ら
れ

る
が
ト
而
か
も
尚
現
在
の
問
題
に
於
で
魚
替
下
落
の
決
定
的
な
影
響
を
看
却
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。

現
在
の
闘
民
経
済
組
織
に
あ
っ
て
は
魚
替
の
下
落
は
、
闘
内
の
物
債
へ
の
影
響
の
速
度
に
段
階
的
差
異
を
生
十

一
般
的
に
轍
出
増
進
の
原
動
力
と
な
る
。
然
し
な
が
ら
貨
幣
の
在
内
債
値
が
漸
次
封
外
債
値
に

近
づ
く
に
随
っ
て
此
の
作
用
を
失
仏
、
殊
に
我
園
の
如
〈
必
要
轍
入
品
の
許
多
な
る
場
合
に
は
こ
の
作
用
の
消
滅

る
事
に
よ
っ
て
‘

蓮
度
は
特
に
大
な
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
、
我
園
の
貫
際
に
於
て
は
.
在
内
債
値
下
落
の
領
向
は
撞
め
て
樹
少

コ

A
Y
-

エ

ろ

の

(

寧

内

る

礎

は

掛

川

あ

基

A
V
綬

で

の

場

氏

例

出

る

同

事

進

す

亡

品

目

剛

致

引

な

商

一

磁

力

色

L

益

有

出

m
a
Y
M
分

る

氏

て

的

す

郎

し

際

関

太

落

固

に

信

下

る

れ

笠

で

す

こ

。

ま

受

う
さ
一
一
手

は

ら

高

の

出

ゐ

の

済

輸
甲
山
!
値
経

餓

の

債

氏

飢
下
も
〕
外
闘

の
勾
な
競
封
該

遜
'
的
日
の
で

濁
叫
表
第
幣

t

の
J

代
巻
貨
か

時

P
の
臼
に
。

落
書
此
第
的
う

暴
掲
は
ト
般
ら

ク
前
業
ス
全
あ

ん

績

ミ

論

で

?
、
り
紡
ノ
勿
い

、，、，
J

、ノ

2
司

3
R
J

6) 



に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
第
一
表
に
示
す
如
く
、
輸
入
財
貨
は
昭
和
八
年
竿
以
降
、
明
か
に
矯
替
下
落
の
限
度
ま
で
騰

貴
し
て
ゐ
る
が
、
闘
内
品
物
債
は
向
大
な
る
聞
き
を
有
し
、
若
し
軍
需
工
業
の
活
況
に
よ
る
影
響
を
控
除
す
れ
ば
、

殆
ど
影
響
の
跡
あ
り
左
は
栴
し
難
い
。
随
っ
て
、
間
内
品
物
債
の
上
に
根
擦
を
持
つ
轍
出
品
物
債
色
亦
.
輪
出
量

の
激
増
に
拘
ら
す
、
営
然
示
す
べ
き
数
字
よ
り
相
去
る
事
速
い
。
囲
内
品
物
債
と
輪
出
品
物
債
と
の
こ
の
数
字
的

聞
係
は
、
魚
替
下
落
率
ま
で
輸
出
品
物
債
が
上
ら
ぬ
賄
に
於
て
轍
入
園
の
初
得
を
一
不
し
、
輪
出
品
物
僚
が
闘
内
品

物
価
閣
と
大
差
を
有
す
る
黙
に
於
て
、
輪
出
品
の
生
産
、
輪
出
に
携
は
る
人
冷
の
利
得
を
一
不
す
色
の
な
る
故
、
何
れ

に
し
で
も
.
現
在
ま
で
の
轍
出
増
準
の
モ
メ
ン
ト
を
一
不
す
と
共
に
、
将
来
の
清
澄
を
拘
束
寸
る
志
の
で
め
る
。

然
ら
ぱ
岡
内
財
貨
の
上
に
於
け
る
か
に
お
る
不
戚
性
の
峡
擦
如
何
。
こ
の
根
擦
は
一
憶
は
過
剰
生
産
手
段
、
過
剃

商
品
の
存
在
に
求
め
ら
れ
弓
コ
葦
し
-
面
、
輸
出
培
法
は
需
供
の
闘
係
よ
り
蛍
然
輪
出
品
生
産
の
基
礎
を
な
す
と

こ
ろ
の
囲
内
諸
財
貨
及
努
力
の
債
格
を
騰
貴
せ
し
む
べ
き
に
、
之
等
の
過
剰
肢
態
は
そ
の
騰
貴
を
妨
げ
、
他
面
.

轍
入
財
貨
は
殊
に
我
闘
の
如
〈
必
要
輪
入
口
問
多
き
固
に
於
て
は
念
撒
に
、
康
範
固
に
亘
っ
て
、
園
内
品
物
債
の
上

に
影
響
す
べ
き
に
、
勢
働
力
並
び
に
商
品
の
過
剰
股
態
炉
、
そ
の
提
供
者
の
所
得
の
増
加
を
妨
げ
る
矯
め
に
、
彼

等
の
生
活
は
全
般
的
に
は
消
費
の
節
減
を
強
要
さ
れ
、
闘
内
口
叩
に
聾
す
る
購
買
力
の
割
嘗
は
減
少
せ
ゴ
る
念
得
な

い
か
ら
、
轍
入
口
叩
の
騰
貴
は
却
っ
て
謹
に
闘
内
口
開
下
落
の
契
機
と
こ
そ
な
れ
、
殆
ど
そ
の
騰
貴
の
契
機
と
は
な
り

難
い
。
畢
一
寛
園
内
輝
神
機
構
の
腕
摩
股
態
よ
り
起
因
し
て
、
園
内
口
聞
の
騰
貴
は
、
轍
入
口
同
の
勝
賞
よ
り
も
、
又
轍

出
の
増
進
よ

h
も
十
分
に
膏
さ
れ
難
い
の
が
現
賓
の
事
態
で
め
る
。
換
言
す
れ
ば
、
岡
内
の
農
村
の
層
、
資
本
主
義

鴛
替
相
場
の
暴
落
が
園
民
の
宮
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

第
六
時
現

九

八
七

部の人今の享受す品分盆は修正されるでのもう C 今は之を問題としな L、。



鴛
替
相
場
の
暴
落
が
園
民
の
富
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
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九
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八
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昭
!! 

そ
の
周
縁
の
細
胞
の
活
動
が
活
濃
と
な

Z
の
で
あ
る
。

こ
の
朕
態
が
固
の
在

内
債
値
下
落
の
微
弱
な
る
原
因
で
あ
り
、

随
っ
て
輪
出
伸
展
の
原
動
力
に
外
な
ら
な
い
。

而
し
て
此
の
事
賞
は
克
に
園
民
経
梼
の
園
際
経
漕
に
於
け
る
生
産
枇
舎
と
し
て
の
性
質
に
ぞ
の
後
生
の
一
般
的

「
一
躍
と
し
て
の
枇
舎
が
自
ら
有
す
る
種
冷
な
る
生
産
力
を
用
ゐ
て
融
ぺ

て
の
生
産
を
行
ふ
と
こ
ろ
の
同
一
生
産
枇
合
同
」
を
形
成
す
る
が
故
に
、

根
擦
を
有
す
る
c

思
ふ
に
園
民
経
揮
は

一
財
貨
の
債
値
は
他
の
諸
財
貨
の
其
と
有

前掲害 p.2247) 



機
的
闘
係
を
有
じ
、
生
産
技
術
の
上
に
詩
型
化
な
し
と
す
れ
ば
、
他
の
諸
財
貨
の
使
値
よ
り
永
〈
低
位
に
め
る
を
許

ぎ
な
い
。
闘
際
聞
に
於
て
は
事
情
は
異
る
。
生
産
手
段
の
自
由
移
轄
を
許
さ
れ
る
共
通
生
産
枇
舎
山
於
て
は
、
財

貨
の
債
値
決
定
事
情
は
比
較
的
前
者
に
近
い
が
、
生
産
手
段
の
自
由
移
轄
を
許
さ
?
、
随
っ
て
そ
の
生
産
が
会
〈

相
呉
る
枇
合
的
生
産
基
礎
に
基
〈
と
こ
ろ
の
各
別
生
産
一
批
判
明
日
聞
の
生
産
物
は
そ
の
債
値
決
定
に
於
て
相
互
間
に
何

等
有
機
的
聯
絡
を
有
せ
歩
、
債
値
は
各
と
の
事
情
に
よ
っ
て
そ
れ
白
ら
の
内
に
決
定
さ
れ
る
。
而
じ
て
闘
際
的
問
漕

に
於
て
各
別
生
産
枇
舎
の
範
聞
が
支
配
的
た
る
限
り
.
岡
民
経
済
は
大
躍
に
於
て
以
上
の
性
質
を
有
す
る
と
栴
し

う
る
で
あ
ら
う
。
岡
際
経
搾
に
於
げ
る
岡
氏
耀
摘
の
生
産
枇
命
日

2
し
て
の
性
質
、
滴
っ
て
そ
の
生
産
物
の
儒
値
決

定
心
事
情
は
、
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
踊
っ
て
現
在
の
我
悶
民
経
済
は
前
述
の
如
き
同
氏
経
隣
組
織
の
航
庫
版

態
な
る
特
殊
的
な
一
帯
践
の
存
在
に
よ
っ
て
、
吋
仁
川
υ
生
産
物
の
州
国
純
子
し
て
若
し
〈
祇
制
加
に
る
ん
町
中
を
科
し
め
る
。
い

ふ
ま
で
も
な
〈
、
現
在
の
経
済
組
織
の
下
に
於
て
は
、
か
、
る
債
値
は
輸
出
債
格
と
な
っ
て
始
め
て
意
識
裡
に
上

り
来
る
が
、
市
か

6
.
以
上
の
生
産
壮
舎
の
債
値
決
定
法
則
炉
、
そ
の
裏
面
に
於
て
殿
存
す
る
。
園
民
経
漕
の
園

際
経
済
に
於
け
る
此
の
性
質
、
並
び
に
我
岡
氏
経
神
内
の
特
殊
的
事
情
を
顧
み
.
魚
管
の
暴
落
が
如
何
に
之
等
の

基
礎
傑
件
を
活
躍
せ
し
め
る
か
を
考
へ
る
時
、
始
め
て
今
日
の
我
園
に
於
け
る
轍
出
伸
展
の
理
解
を
完
か
ら
し
め

る
で
め
ら
う
。

=
、
圏
民
の
立
場
よ
り
な
せ
る
判
定

岡
氏
経
済
は
そ
の
生
産
物
の
債
値
に
闘
し
て
、
大
瞳
に
於
て
相
互
に
有
機
的
闘
係
を
持
た
な
い
事
は
前
誕
の
通

神
月
替
相
場
の
暴
落
が
圃
民
の
宮
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

八
七
三

第
六
披

一
一
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億
替
相
場
の
暴
落
が
園
長
の
宮
に
及
ぽ
寸
影
響
に
ワ
い
て

第
三
十
九
巻

第
六
時
勘

一←-

八
七
問

り
で
あ
る
が
、
此
の
事
は
夫
々
の
債
値
の
聞
に
同
一
性
を
快
き
、
随
っ
て
絶
劃
的
比
較
を
許
き
な
い
事
と
な
る
。

岡
際
貨
幣
の
介
在
に
よ
る
比
較
は
貨
幣
の
側
よ
り
強
制
す
る
も
の
に
す
ぎ
や
、
債
値
の
相
劉
性
を
失
は
し
め
る
所

以
で
は
な
い
。
故
に
、
岡
民
経
漕
聞
の
財
貨
移
轄
は
、
交
換
の
性
質
を
具
有
し
、
然
る
限
り
貿
易
は
閣
民
の
主
観

的
に
認
定
せ
る
債
値
と
、
寅
現
3
れ
た
交
換
債
格
と
の
差
、
帥
ち
交
換
剰
徐
を
標
識
と
し
て
行
は
る
べ
き
で
あ
る
。

高
い
い
綿
臨
的
許
伎
の
存
在
の
意
義
が
論
理
的
じ
輿
へ
ら
れ
る
。
酷
っ
て
、
前
ド
ぃ
部
ベ
わ
い
ん
則
〈
、
闘
内
r
h

特
殊
め
事

情
あ
る
時
は
、
主
観
的
究
挽
債
格
は
開
時
{
増
減
す
ぺ
〈
、
従
前
」
hJ
交
換
債
格
の
低
械
を
見
る
事
あ
る
も
市
必

し
も
落
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
あ
り
と
は
栴
し
難
い
。
要
す
る
に
世
界
資
本
主
義
に
於
け
る
財
貨
の
流
通
も
、
岡
民
の
立

場
よ
り
観
察
す
る
時
は
財
貨
の
交
換
と
し
て
共
の
姿
を
示
現
し
来
h
ノ
、
之
よ
h
生
十
る
剰
飴
の
量
如
何
が
問
題
と

せ
ら
れ
る
に
至
る
。
以
下
こ
の
論
理
の
導
く
と
こ
ろ
に
随
っ
て
、
判
定
の
歩
を
進
め
よ
う
。

先
づ
第
一
に
共
通
枇
合
目
的
生
産
物
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
生
産
物
は
前
述
の
如
〈
領
値
決
定
に
於

τ輸
入

生
産
手
段
と
有
機
的
関
係
を
有
し
、
債
値
に
於
て
絶
劃
的
比
較
が
可
能
で
あ
り
、
随
っ
て
そ
の
輸
出
は
交
換
過
理

で
な
く
、
そ
の
債
格
は
交
換
債
格
で
な
く
て
前
述
の
論
理
は
此
の
部
分
に
嘗
世
ら
な
い
か
の
如
〈
見
え
る
が
、
然

し
之
は
主
に
る
生
産
手
段
に
つ
い
て
の
み
言
ひ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
今
固
有
の
生
産
手
段
の
償
値
が
重
大
な
問
題

を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
各
ミ
区
別
し
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

而
し
て
輸
入
生
産
手
段
を

ば
、
皐
に
囲
内
生
産
手
段
の
生
産
力
を
引
出
す
役
目
ぞ
す
る
も
の
と
見
て
、
こ
の
部
分
の
鰹
費
(
客
観
的
に
決
定

さ
れ
る
)

の
回
枇
般
態
如
何
.
こ
の
生
産
手
段
に
基
き
囲
内
生
産
手
段
に
よ
っ
て
生
産
き
れ
た
債
値
と
交
執
債
格

p. 237_ 245. 前掲書10) 



と
の
鴎
係
如
何
を
吟
味
し
よ
う
コ

一
切
の
此
の
種
財
貨
を
検
討
す
る
事
は
困
難
な
る
故
に
、
最
も
重
要
な
役
割
を

演
じ
、
而
か
も
こ
の
種
財
貨
の
典
型
を
な
す
綿
業
製
品
に
つ
い
て
椴
討
し
よ
う
。

第
一
に
輸
入
生
産
手
段
で
あ
り
、
随
っ
て
客
観
的
な
経
費
を
な
す
と
こ
ろ
の
棉
花
を
問
題
と
す
る
の
固
の
卦
外

債
値

ω
念
激
な
下
落
あ
る
時
は
、
所
有
原
料
の
十
分
な
評
債
あ
り
や
否
や
が
ほ
慨
聞
と
な
る
。
之
に
劃
し
で
は
棉
花
の

原
産
地
市
場
と
我
囲
内
市
場
に
於
け
る
債
格
の
比
較
営
な
せ
ば
よ
い
諜
で
あ
る
が
m

我
闘
の
市
場
相
場
は
普
通
前

者
よ
り
一
岡
崎
低
〈
、
こ
の
数
字
的
闘
係
は
常
仁
正
確
に
保
た
れ
る

E
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
常
に
手
持
棉
花
は
魚
替

下
絡
の
限
度
ま
で
騰
貴
し
に
。
而
し
て
紡
績
命
日
一
枇
の
使
用
棉
花
は
ん
丸
〈
岡
内
市
場
に
於
て
棉
市
輸
入
商
営
通
じ
て

供
給
3
れ
る
放
に
、
棉
花
の
庶
細
川
改
十
分
に
綿
製
品
の
生
底
費
巾
に
汗
倒
d

け
れ
3
1
}
凡
て
註
文
な
い
。
仰
い
し
勅
結

合
祉
の
手
持
棉
花
多
き
場
合
、
企
業
の
立
場
と
し
て
は
値
上
り
に
よ
る
利
得
は
大
き
い
誇
で
あ
る
が
ド
綿
製
品
の

輸
出
債
格
が
騰
貴
せ
令
所
謂
採
算
の
不
利
な
時
も
企
業
に
ん
」
つ
て
は
尚
採
算
の
と
れ
る
事
が
あ
り
得
る
。
か
〉
る

場
合
は
明
か
に
岡
民
的
立
場
よ
り
す
れ
ば
ダ
ン
ピ
ン
グ
で
あ
っ
て
、
第
二
表
に
示
す
如
く
若
干
か
う
る
事
貫
か
と

思
は
れ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
採
算
上
の
波
動
は
企
業
経
皆
上
避
け
難
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
短
い

期
間
の
観
察
よ
り
直
ち
に
其
と
卸
断
す
る
は
危
険
の
多
い
事
と
思
ふ
。
然
し
、
何
れ
に
し
て
も
採
算
が
略
プ
ラ
ス

な
る
以
上
、
轍
入
棉
花
の
経
費
は
、
製
品
の
原
償
中
に
大
瞳
は
見
積
ら
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
生
産
費
の
中
に
直
接
計
算
さ
れ
、
且
っ
そ
の
主
要
な
地
位
を
占
め
忍
生
産
手
段
に
闘
し
て
Y
あ
る
が
、

輸
入
せ
る
機
械
其
他
に
闘
し
て
は
、
今
蕊
に
数
字
的
根
擦
を
有
し
な
い
が
、
魚
替
下
落
の
程
度
に
底
じ
て
償
却
を

知
替
相
場
の
暴
落
が
同
氏
の
寓
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

八
七
五

第
六
競

一

一一
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傍
替
相
場
の
暴
落
が
園
民
の
宮
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て

な
し
て
ゐ
る
や
否
や
、

第
一
一
一
十
九
巻

八
七
六

第
六
披

巳可

寧
ろ
過
嘗
に
低
い
評
債
を
以
て
生
産
費
を
構
成
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

圃
民
経
簡
に
と
っ
て
は
、

る。
但
し
、

利
潤
の
絶
叫
珂
額
一
か
大
な
る
時
は
原
債
許
算
の
如
伺
に
拘
ら
守
、

表 (1)

能 C

単
に
階
級

聞
の
富
の
移
行
宏
一
不
す
に
す
ぎ
な
い
が
、

利
潤
が
小
な
る
時
は
上
越
の
結
果
を
来
す
ベ
〈
、
輪
入
生
産
手
段
を
以

て
待
ま
れ
る
企
業
に
は
、
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利
潤
減
少
の
傾
向
め
る
故
に
一
般
に
こ
の
危
険
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
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l 綿
- 7-一面主要己

|加工費l-| 院日
k縞業主i信じよる;
i 仏 l弱

83.41 

119?84 

104.56 

915.12 

iH.76 

99.72 

108.41 

第三義

" 

年月

8 

10 

11 

12 

昭 7

1 
也、

3 

月

h
U

回
同

を
要
し
た
が
、

影
響
し
た
と
す
れ
ば
却
何
で
あ
ら
う
か
。

133.38 

141.04 

145.08 

126.96 

123.37 

117.211 

137.92 

17i.54 

191.13 

170.17 

182.27 

171.50 

178.00 

169.45 

! 171.35 

169.19 

185.1!l 

198.38 

I 204.25 

! 198.19 

" 
" 

附
し
て
綿
製
品
の
轍
出
地
准
の
契
機
は
、
第
三
表
に
一
市
す
如
〈
、
岡
内
に
て
供
給
せ
ら
れ
る
生
産
手
段
を
内
鮮

と
す
る
と
こ
ろ
の
加
工
費
に
存
す
る
c

こ
の
綾
費
mw
不
騰
貴
u

寧
ろ
紙
滞
日
、
節
一
に
い
ふ
公
で
も
な
〈
機
械
の

新
式
、
経
営
技
術
の
優
秀
に
あ
る
で
あ
ら
う
ョ
印
ち
大
正
十
四
、
五
年
頃
は
粗
布
一
反
の
加
工
費
は
J

7
八
六
固

昨
今
は
一
、
三
三
聞
に
す
ぎ
な
い
。
然
し
な
が
ら
矯
替
の
下
落
が
、
賃
銀
並
び
に
園
内
一
般
物
僚
に

108.38 ! 

116.04 I 

120.08 

4 101.¥)6 

a 日目 37
白 92.29

7 112.02 

8 : 152.54 

iJ ! 166.13 

10 ， 145.17 

II i 15i.~!7 

12 146.;;0 

" 

明 8

1 J53.00 

2 I l44.45 

3 I 146.35 

4 144.19 

5 160.19 

6 173.38 

7 ]79.25 

8 ， 173.19 

そ
の
F

結
果
は
第
三
表
の
一
不
す
如
〈
、
賞
際
に
現
は
れ
た
様
な
輸
出
債
格

を
以
て
し
て
は
輸
出
不
能
な
る
生
産
費
と
な
る
で
あ
ら
う
。

か
く
て
、
轍
出
培
進
の
直
接
の
契
機
は
魚
替
下
落
が
、

加
工
費
に
作
用
を
及
ぽ
し
得
な
か
っ
た
黙
に
存
す
る
の
で
あ
f

っ
て
、

説
は
寧
ろ
政
策
的
で
あ
る
。

設
備
経
替
、
技
術
の
優
秀
の
み
を
強
調
寸
る

然
ら
ば
加
工
費
に
於
け
る
こ
の
航
態
は
何
を
意
味
す
る
か
。
加
工
費
は
大
別
し
て
人
件
費
と
物
件
費
に
分
れ
、

然
替
相
場
の
暴
落
が
同
国
民
の
富
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

J¥. 

4二
九

第
六
時
四

ーじ

加工費は昭和六年半頃は綿製品伺格中約3S--40%~ 占めた。(粗布龍 C にて
算計)
綿繰製造工程t二於げる加工賀町xtiLz子

計￥-2.~6-(+

12) 

綿布製造工程に於げる加工費

'3) 



伶
替
相
場
の
暴
落
が
圃
民
の
富
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
谷

へ
八

O

第
六
抗

i¥ 

共
割
合
は
六

O
%
弱
針
四
O
%
強
で
あ
る
。
人
件
費
は
大
部
分
賃
銀
で
あ
る
が
、
賃
銀
は
名
目
賃
銀
に
於
て
極
め

て
微
細
な
る
下
落
の
痕
跡
め
る
も
、
先
づ
不
動
と
見
て
よ
〈
、
小
貢
物
債
指
数
を
考
慮
せ
る
賃
耽
賃
銀
も
亦
若
干

の
低
落
'f
示
す
け
れ
ど
も
、

此
の
限
度
の
搾
取
を
以
て
今
日
の
輪
出
増
進
の
最
大
な
る
拍
車
L
」
は
栴
し
難
〈
、
寧

ろ
、
斜
替
下
落
仁
件
ふ
一
般
的
影
響
に
す
ぎ
ぬ
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
か
旨
る
意
味
に
於
て
、
轍
出
業
に

無
関
係
な
範
園
の
人
宅
に
比
す
れ
ば
相
劃
的
に
は
寧
ろ
多
少
収
益
の
分
受
じ
興
る
も
の
と
お
へ
和
し
う
る
で
め
ら

釦
の
専
は
仙
の
轍
出
産
業
に
携
は
る
け
ザ
働
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
い
ひ
件
る
と
思
は
れ
る
。
閣
つ
で
殺
と
吋

輪
出
増
進
の
根
擦
を
.
勢
働
者
の
生
活
資
料
の
不
騰
貴
に
求
な
べ
き
で
あ
り
、
而
し
て
そ
の
内
輪
入
に
侯
つ
資
料

は
騰
貴
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
園
内
生
産
品
に
闘
す
る
?
か
く
て
、
各
別
枇
合
的
生
産
の
範
固
に
最
奥
の

根
擦
が
見
出

3
れ
る
が
此
の
事
は
前
述
の
論
県
的
断
定
を
裏
づ
け
る
も
の
と
思
は
れ
る
J

園
際
貿
易
は
現
実
に
は
園
際
貨
幣
の
介
在
に
よ
っ
て
責
買
の
形
態
を
採
り
、
輪
出
は
購
買
資
力
の
獲
得
を
目
標

と
し
輸
入
は
購
買
資
力
の
割
嘗
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
然
し
此
事
は
貿
易
口
聞
の
債
値
の
性
質
を
麗
へ
る
も
の
で

な
く
、
随
っ
て
貿
易
を
し
て
交
換
の
本
質
を
失
は
し
め
る
も
の
で
な
い
。

h
y
〈
て
上
述
の
論
開
的
過
程
よ
り
す
れ

ぱ.

一
定
期
間
の
輪
出
品
と
轍
入
口
聞
と
の
封
比
を
雨
者
の
交
換
左
考
へ
、
ぞ
の
数
量
の
艶
比
を
交
換
債
格
と
見
る

事
が
大
躍
に
於
て
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
但
し
、
之
に
は
第
一
に
貿
易
外
の
牧
支
を
無
説
し
で
あ
る
が
、
之
は
貿

易
上
の
牧
支
と
同
様
な
矯
替
の
影
響
を
受
け
る
も
の
な
る
故
、
以
上
の
考
察
よ
り
得
ら
れ
七
結
果
に
大
な
る
修
飾

を
奥
へ
る
も
の
で
な
〈
、
第
二
に
平
面
的
な
数
量
の
比
率
一
か
正
確
な
交
換
債
格
と
は
栴
し
特
な
い
が
、
而
か
も
大

+
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z
-
4
 

X
 
4
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￥
 
費

費
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w
H
"
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川
M
A
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於

程

程
工
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製
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盟
の
傾
向
は
窺
ふ
資
料
と
な
ら
う
。
第
三
に
今
全
輪
出
口
叩
に
つ
い
て
共
通
世
合
的
生
産
口
聞
と
各
別
吐
合
的
生
産
品

と
を
殻
密
に
匡
分
す
る
は
困
難
な
問
題
で
あ
り
、
且
つ
後
者
が
範
固
に
於
て
支
配
的
な
る
故
、

一
腰
轍
出
品
の
会

部
を
各
別
枇
舎
的
生
産
物
と
限
定
し
て
考
察
を
進
め
よ
う
。
き
て
、
先
づ
第
一
に
、
輪
出
が
岡
際
貨
幣
に
於
て
如

何
に
評
債
さ
れ
た
か
、
第
一
表
に
示
し
た
如
〈
重
要
輪
出
品
の
債
格
は
国
債
に
て
最
高
五
O
%
の
騰
貴
を
示
し
て

ゐ
る
が
、
固
債
の
下
落
を
考
慮
に
入
れ
る
時
は
宮
然
一
不
す
べ
き
数
字
と
は
尚
三
O
l
四
O
M
m
の
聞
き
を
有
す
る
。

乙
の
事
は
、
所
謂
輸
出
の
増
進
い
い
h
y
h

は
ら
令
、
失
表
に
一
不
す
如
き
賀
質
的
な
卦
外
購
買
費
力
の
下
落
な
結
果
寸

Z

世。

「
消
山
7
4
0
閣
償
l
日
一
司
慣

昭昭昭昭

八七六五

輸

出

輸

入

一、担九九百万円一五回六

一、一四六一、=一主主

一、回(〕九一、国一三

一
.
九
五
二
二
、
口
一
昔

和初和利

年年年年

入 l
三先主 i包ノノ、

三E乙

山
骨
月
貿
易
額
を
第
一

表
偽
快
日
平
均
憎
敬
h

τ除
し
た
る
合
計

輸

出
一J
一自九
一、一-一六

八
八
口

一、宅雪一

つ って輸
Cコグ匂ニニョ三
戸恒 弓手ι ニニ .，. '1 
~ノ、ーープ，、

夫会宅金/

寸ー輸tYr~
O，lj利
C事，';に
どか早

区ヨ

一口口
.
0

七七、一一一
九回、回

正
金
銀
行
調
査
本
邦
貿
易
数
量
統
計
概
観
に
よ
れ
ば
、
轍
出
数
量
は
昭
和
七
年
は
一
八
%
、
昭
和
八
年
は
一
ニ
O

Jμ
を
各
ミ
昭
和
六
年
に
比
し
て
増
加
し
て
ゐ
る
か
ら
、
結
局
昭
和
六
年
に
比
し
て
昭
和
七
年
は
数
量
を
約
二
O
μ

そ
増
し
て
購
買
資
力
の
獲
得
伝
二
O
%
減
じ
.
昭
和
八
年
は
数
量
ぞ
三
O
%
増
し
て
、
購
買
資
力
を
五
，
%
減
じ
に

と
見
る
事
が
出
来
る
。
然
し
な
が
ら
、
轍
入
商
品
の
債
格
は
同
時
に
世
界
的
物
侵
下
落
の
傾
向
に
随
っ
て
、

叉、

鴬
替
相
場
の
暴
落
が
圃
民
の
富
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

i¥ 
i¥ 

第
六
獄
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鴬
替
相
場
の
暴
落
が
圃
民
の
需
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
丸
谷

第
六
披

iI.. 
戸、

四
O 

轍
入
国
翁
替
下
落
に
基
〈
轍
出
閣
の
負
携
に
於
て
二
般
的
「
い
下
落
の
傾
向
全
示
す
故
に
、
輪
出
日
開
封
轍
入
口
聞
の
比

一
年
を
見
る
時
は
、
前
の
数
字
桂
不
利
を
示
さ
な
い
。
即
ち
正
金
銀
行
貿
易
数
量
統
計
に
よ
れ
ば
輸
出
入
の
数
量
は

輸輸

昭
和
六
年
一0
0

一0
0

昭
和
七
年

一一八・一

九
七
・
一

昭
和
八
年

一=一
0
・三

一C
ニ・四

入出

と
-~. ~ 

;z， 

カ4

U
3
円
μ

y

品、

応
川
中
h
1
1
i

八
年
は
昭
和
六
年
い
比
し
て
恥
入
超
過
を
減
じ
含
る
を
以
て
、

比
率
を
作
製
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

t
b
一
:
ト
:
司
Y
で小
3
r
k
沼一

t
-一
訓
一
「
メ
E

1
〈

f
ド

L
4
7
1
/¢
↑
/
北
北

を
一
不
す
様
に
修
正
し
て
、

I臨輸

昭
和
六
年

一0
0
・0

一0
0
・0

昭
和
八
年

一
三

0
・三

一0
・A
一凶

入出

昭
和
ヒ
年

一一八・一

一O
一・五

卸
ち
輸
入
財
貨
の
組
艶
的
数
量
は
、
大
躍
に
於
て
魚
替
の
下
務
を
見

5
る
年
と
同
じ
く
、
之
に
劃
し
て
聡
出
財

貨
は
、
昭
和
七
年
に
於
て
二

O
M
m
、
八
年
に
於
て
三

O
%
増
し
て
ゐ
る
事
と
な
る
。
此
の
事
は
直
ち
に
財
貨
の
交

換
債
格
が
二

O
%
|二一
o
u
m我
聞
に
不
利
と
な
れ
る
事
を
一
不
す
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
。
但
し
こ
の
比
率
に
つ

い
て
一
の
修
飾
を
加
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
剖
ち
こ
の
比
率
は
便
宜
上
金
貿
易
口
開
仁
つ
い
て
見
七
も
の
で
あ
る
が
、

前
述
の
如
〈
、
こ
の
内
に
可
な
り
少
か
ら
ぬ
部
分
を
占
め
る
共
通
枇
命
日
的
生
産
物
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

之
は
前
に
考
察
し
七
様
に
、
殆
ど
一

O
O劃
一

0
0
の
比
率
を
示
す
故
に
、
此
部
分
を
控
除
す
れ
ば
、
悲
に
掲
げ

に
交
換
債
格
は
一
一
暦
の
悪
化
を
示
す
こ
と
〉
な
る
。
一
一
=
ロ
ふ
迄
も
な
く
貿
易
口
叩
の
数
量
統
計
は
極
め
て
閑
難
な
る
事

に
届
し
、
事
に
利
用
せ
る
統
計
の
作
成
方
法
を
吟
味
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
た
Y

、
大
韓
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、

同年の輸入金衡を
とを昭和六年平均

例へば昭和七年は基準年よりO7百高闘の入超滅を示す故，
1.468宵高岡!:L"之よ h比例合以て輸入金縮指毅を"mし，
阜慣指数日8.9にて除すれば101.5{e得。
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z
 



以
上
の
如
〈
判
断
し
て
大
過
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。

録
替
下
落
に
よ
る
轍
出
品
の
交
換
債
権
下
落
の
傾
向
は
以
上
仁
於
て
明
か
と
な
っ
七
が
、
こ
の
傾
向
を
昭
和
五

年
首
の
金
本
位
復
掃
の
際
、

固
の
艶
外
債
値
の
上
に
於
て
、
随
っ
て
輸
出
口
叩
の
交
換
債
格
の
上
に
於
て
生
じ
た
強

制
的
引
上
に
劃
す
る
一
種
の
訂
正
と
説
明
し
て
直
ち
に
こ
の
紋
態
を
肯
定
せ
か
と
す
る
者
が
あ
る
が
、

闘
の
困
際

貨
幣
と
し
て
の
性
質
よ
り
か
ヨ
る
説
明
の
妥
嘗
性
は
大
臨
認
め
る
事
は
出
来
る
け
れ
ど
も
、

一
方
に
於
て
闘
の
下

搭
.
岡
内
物
債
不
騰
貴
の
傾
向
が
金
本
位
復
蹄
前
よ
り
更
に
甚
し
い
事
寅
は
、

こ
の
見
解
の
必
し
も
豆
し
か
ら

y

る
を
一
析
し
、
他
方
に
於
て
轍
出
品
の
傾
値
が
組
障
の
立
場
よ
り
詐
領
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
じ
性
意
す
れ
ば
か
〉
る

見
解
は
向
判
定
の
一
段
階
い
す
ぢ
ぬ
事
佐
知
る
一
で
め
ら
う
。

地
λ
で
岡
氏
の
な

γ
純
践
的
許
制
が
、

岡
山
町
腕
掛
の
事
情
に
よ
っ
て
如
何
に
現
化
-
A
4

べ
き
か
、
土
佐
清
す
滞
納
光

機
と
共
に
考
察
し
行
か
う
。

か
ち
る
契
機
と
し
て
第
一
に
旗
げ
ら
る
べ
き
も
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
な

t
、
責
捌
き
得
な
い
で
滞
積
す
る
商
日
間

並
び
に
休
眠
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
手
段
の
存
在
で
あ
る
つ
か
¥
A
4
0

滞
貨
並
び
に
休
眠
生
産
手
段
佐
以
て
生
産
3
れ

た
財
貨
に
針
し
て
認
定
さ
れ
に
慣
値
は
.
必
し
も
従
前
の
倒
仰
と
同
等
な
る
を
要
せ
中
、
寧
λ
可
な
hJ
低
倒
に
て

品
、
滞
貨
を
一
捕
し
、
休
眠
生
産
手
段
ぞ
結
合
し
て
作
業
サ
し
め
、
以
て
針
外
肺
引
責
カ
の
絶
劉
吐
を
大
な
ら
し

め
る
ぞ
闘
民
経
稗
上
有
利
と
な
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
休
眠
せ
る
人
的
生
産
手
段
は
、
生
産
力
を
薮
揮
せ
し
め
れ
ば
、

会
〈
経
費
を
要
せ
や
し
て
全
部
的
に
困
民
経
済
的
に
利
得
と
な
る
も
の
な
る
を
以
て
、
か
冶
る
生
産
手
段
の
使
用

矯
替
相
場
の
暴
落
が
国
民

ω富
に
及
ぽ
ず
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

ノL
j¥ 

第
六
務

四



待
替
相
場
の
暴
落
が
園
長
の
宮
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

八
八
四

第
六
務

四

に
劃
す
る
岡
氏
的
許
債
は
極
め
て
低
僚
七
り
う
る
で
め
ら
う
。
失
業
よ
り
就
業
に
入
れ
る
第
働
者
数
は
大
工
場
に

は
増
加
の
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
中
小
工
業
に
於

τは
か
な
り
の
程
度
に
達
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
然
し

な
が
ら
先
に
示
し
た
轍
入
財
貨
量
が
僅
か
に
前
年
の
量
を
維
持
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
に
事
は
.
結
局
生
産
力
の
増

症
3
れ
た
部
分
ド
岡
際
分
盆
に
何
等
興
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恥
は
れ
る
。

相

L
L
A仇
ら
v
d

れ
ば
よ
り

層
輸
入
問
却
を
減
少
し
た
か
も
知
れ
ぬ
と
考
へ
る
事
仁
よ
っ
て
、
僅
か
に
こ
の
部
分
の
無
償
輸
出
だ
ら
ゴ
ム
リ
し
事
を

慰
め
る
の
で
あ
る
が
、
相
れ
に
し
「
し
も
大
な
る
程
度
「
L

な
レ
事
が
推
測
お
れ
，
o
o

出
況
に
亦
、
こ
の
観
鈷
よ
り
し
て
輸
出
商
品
の
許
僚
が
低
〈
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
再
生
産
の
可
能
な
財
貨
と
然

ら
r
d

る
財
貨
と
は
同
一
の
範
曜
に
入
れ
る
事
一
か
出
来
な
い
。
蓋
し
再
生
産
の
可
能
な
財
貨
は
上
速
の
意
味
よ
り
僚

値
を
低
〈
見
積
る
と
も
、

一
時
的
に
閤
際
経
祷
よ
り
受
〈
る
分
盆
を
減
や
る
に
す
ぎ
守
、
闘
民
経
棋
の
立
場
よ
り

す
れ
ば
、
生
産
手
段
を
休
眠
せ
し
め
お
く
よ
り
は
、
多
少
の
闘
際
分
盆
の
享
受
に
努
め
る
方
が
有
利
で
あ
る
が
、

再
生
産
の
不
能
な
財
貨
は
必
干
し
も
然
ら
や
。
剖
ち
第
一
に
富
源
生
産
力
は
一
切
の
園
民
経
掛
的
生
産
の
基
礎
な

る
が
故
に
、
之
に
基
〈
生
産
物
の
評
債
は
致
能
債
値
よ
ち
す
る
も
、
商
品
情
値
よ
り
す
る
も
寧
ろ
岡
氏
艦
漕
百
年

の
観
鮪
に
立
つ
て
な
さ
る
べ
〈
、
必
中
し
も
一
時
の
購
買
資
力
獲
得
の
大
小
を
目
標
と
な
す
べ
き
で
な
い
。
第
二

に
、
園
民
的
文
化
の
所
産
、
殊
に
古
事
術
品
の
輸
出
も
相
官
め
つ
だ
事
は
古
美
術
海
外
疏
出
法
案
に
よ
っ
て
知
hJ

う
る
が
、
そ
の
園
民
的
致
能
債
値
は
、
僅
少
な
る
購
買
資
力
獲
伴
の
潟
め
に
拾
値
同
様
に
安
買
さ
る
べ
き
も
の
で

ふ・酔〉、。、
O

B
b・
宇

d
'
L
W

枇舎局工場職工異動詞によれば昭和九年初は昭利六年末よち約202高人の就業
増加を示す。
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第
二
の
契
機
ム
し
し
て
考
八

ιJれ
る
の
は
、
居
跡
替
暴
落
の
結
果
が
保
護
闘
耽
及
び
輪
出
奨
働
金
の
作
用
を
笹
口
む
や

否
や
で
あ
る
。
魚
替
下
落
に
よ
る
轍
入
財
貨
の
騰
貴
は
、
園
内
に
於
て
競
争
口
叩
代
用
品
の
幾
多
の
産
業
を
蘇
生
崩

興
せ
し
め
、
便
宜
轍
入
品
は
殆

E
会
〈
騒
逐
さ
れ
、
必
要
輸
入
さ
へ
英
範
園
を
縮
少
せ
し
め
ら
れ
た
。
然
し
な
が

ら
今
日
の
矯
替
の
肢
態
が
永
舗
せ
ゴ
る
限
り
轍
入
を
抑
止
す
る
作
用
も
一
時
的
に
す
ぎ
争
、
随
っ
て
此
の
問
に
共

の
基
礎
を
確
立
し
成
熟
の
域
に
遣
し
う
る
未
熟
産
業
に
劃
し
て
は
、
好
結
果
を
費
す
で
あ
ら
う
が
、
成
熟
の
域
に

山
荘
す
る
能
力
な
き
幼
稚
産
業
、

叉
は
老
衰
に
歪
れ
る
捜
弊
産
業
に
卦
し
で
は
永
く
之
ヤ
支
へ
る
事
は
出
来
な
い
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
我
聞
は
由
来
富
源
生
産
力
に
乏
し
く
J
品
加
に
依
存
す
る
産
業
に
闘
す
る
眠
、
9
産
業
幼
稚
期
を

脱
す
る
事
が
出
来
ゎ

.h況
は
殆
ど
成
熟
必
見
A
V
υ

て
庶
ち
に
JM

放
蝶
期
に

λ
る
も
の
が
少
か
ら
ぬ
印
公
昭
で
あ
る
か
ら
勘

こ
の
種
の
産
業
に
就
い
て
は
潟
替
下
落
が
基
礎
を
確
立
せ
し
め
る
と
は
栴
し
難
〈
、
寧
ろ
一
時
的
な
る
保
会
開
設

の
作
用
を
演
や
る
に
過
ぎ
な
い
。
随
っ
て
か
〉
石
現
象
に
よ
っ
て
保
護
閥
在
的
作
用
を
受
げ
る
も
の
は
、
主
と
し

て
技
術
に
依
存
す
る
産
業
た
る
べ
く
、
所
謂
化
摩
工
業
を
そ
の
典
型
と
す
る
。
此
の
種
産
業
の
内
技
術
的
に
可
な

b
の
程
度
に
遣
し
な
が
ら
、
外
園
企
業
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
は
之
を
保
護
き
る
べ
く
、

叉
技
術
的
に
一
層
の
高
級
化
へ
準
h
u
可
能
性
を
奥
へ
ら
れ
る
故
に
、
こ
の
意
味
に
於
て
魚
替
下
落
の
保
護
関
税
的

作
用
ぞ
十
分
に
一
羊
受
し
う
る
色
の
と
云
へ
ょ
う
。
次
に
銭
替
の
下
落
は
、
恒
宜
輪
出
た
る
と
必
要
輪
出
た
る
と
を

問
は
や
、
輪
出
に
拍
車
を
か
け
、
世
界
市
場
営
捲
薦
し
て
ゐ
る
が
、
之
に
よ
っ
て
将
来
確
保
し
う
る
市
場
を
獲
得

す
る
時
は
、
馬
替
下
落
は
輸
出
奨
励
金
と
し
て
の
作
用
金
及
ぼ
し
た
こ
と
〉
な
る
。
各
園
民
の
購
買
資
力
乏
し
き

傍
替
相
場
一
ω
暴
落
が
歯
民
の
富
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻
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-
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一
ノ
一
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競

一
四
三



然
替
相
場
の
暴
落
が
闘
氏
の
宮
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
丸
容

第
六
競

四
1"1 

八
八
六

階
級
及
び
植
民
地
に
向
っ
て
盛
ん
に
新
市
場
を
開
拓
し
つ
〉
あ
る
繊
維
工
業
製
品
及
び
其
他
の
諸
輸
出
品
は
、
こ

の
作
用
を
有
殺
に
受
け
っ
、
あ
る
と
思
は
れ
る
。
要
す
る
に
こ
の
二
作
用
を
有
殻
に
及
ぽ
す
限
L

リ
輪
出
財
貨
に
劃

す
る
主
観
的
使
値
は
低
下
し
う
る
。
然
し
な
が
ら
産
業
の
基
礎
及
市
場
の
確
保
が
必
し
も
可
能
な
ら

F
る
諸
産
業

は
、
魚
替
に
よ
る
影
響
消
滅
の
後
も
向
、
新
設
構
張
丸
、
れ
に
生
産
設
備
を
果
し
て
有
効
に
利
用
し
う
る
で
J

の
う
ら

か
。
こ
の
雨
二
作
用
は
本
来
意
忘
的
に
貴
明
さ
る
べ
き
政
策
の
作
用
」
乞
自
然
的
に
招
古
都
せ
る
・
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
効
果
の
反
一
山
に
は
た
芯
る
弊
告
の
潜
り
な
川
山
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
の
二
契
機
に
劃
し
て
輪
出
品
に
劃
す
る
主
観
的
債
値
を
高
め
る
契
機
が
あ
る
。
郎
も
骨
甘
て
濁
逸
園
民
の
経

醸
せ
し
如
〈
、
轍
出
の
激
増
は
岡
氏
の
消
費
範
園
を
侵
害
し
、
所
調
飢
餓
轍
出
を
惹
起
す
慌
の
あ
る
事
で
あ
る
。

殊
に
同
一
財
貨
に
し
て
輸
出
範
囲
と
消
費
範
聞
と
を
有
す
る
色
の
は
こ
の
傾
向
が
強
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
事
は
各

別
枇
曾
的
生
産
物
に
る
と
共
通
枇
曾
的
生
産
物
↑
い
る
と
を
聞
は
争
、
貿
易
機
構
の
自
然
性
よ
h-
殺
生
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
岡
民
的
立
場
よ
り
は
、
か
〉
る
輪
出
品
に
劃
し
て
は
自
己
の
用
品
を
節
し
て
輪
出
す
る
場
合
の
高
き
主

観
的
数
能
債
値
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
唯
、
か
旨
る
事
象
の
費
生
は
、
輪
出
増
進
に
醸
じ
て
滞
貨
が
一
掃
さ
れ
、

生
産
手
段
が
悉
〈
動
員
さ
れ
た
後
、
向
新
設
生
産
設
備
の
能
力
以
上
に
轍
出
増
準
が
績
〈
場
合
に
の
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
我
闘
に
於
て
は
一
般
的
に
は
未
だ
此
の
危
険
あ
り
と
は
稿
し
難
〈
、
随
っ
て
用
品
と
し
て

の
高
き
殻
能
債
値
を
特
に
輪
出
品
に
認
定
す
る
迄
に
は
至
ら
な
い
。
但
し
、
最
近
の
三
井
物
産
に
よ
る
硫
安
輪
出

事
件
の
如
き
は
明
か
に
之
に
妥
営
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
、
〉
る
事
例
は
詳
細
に
之
を
調
査
す
る
な
ら
ば
、
決
し

一

吹

叫

ト
l
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て
少
く
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。

最
後
に
、
時
出
財
貨
の
交
換
債
格
の
低
落
は
、
そ
の
限
度
だ
け
の
富
山
か
従
前
よ
り
多
〈
海
外
に
流
出
す
る
事
を

意
味
す
る
が
、
之
は
輪
出
産
業
の
闘
典
者
に
若
干
の
宮
の
沈
着
す
る
事
が
刺
戟
と
な
っ
て
起
る
自
然
現
象
の
結
果

に
す
ぎ
な
い
。
此
の
移
行
せ
る
富
は
寅
に
圃
民
経
済
の
、
園
際
経
済
よ
り
の
影
響
を
受
け
る
事
最
も
薄
き
囲
内
範

閏
よ
り
流
出
せ
る
ち
の
に
外
な
ら
な
い
。
勿
論
前
に
述
べ
に
知
〈
、
轍
出
産
業
じ
参
加
す
れ
。
勢
働
者
と
雄
色
、
若

干
の
搾
取
ぞ
免
れ
な
い
が
、
闘
内
範
園
の
共
に
比
す
れ
ば
、
命
僅
少
に
す
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
今
日
の
魚

替
暴
落
は
闘
内
範
聞
に
生
成
せ
る
富
を
閤
民
経
掛
の
周
繰
の
細
胞
と
、
海
外
の
泊
費
者
に
移
行
せ
し
め
る
事
と
な

る
。
今
前
者
の
中
橿
伝
な

t
も
の
が
、
資
本
主
義
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
議
し
た
農
村
な
る
事
に
想
倒
す
れ
ぽ
、
こ

の
新
し
い
宙
偏
在
の
現
象
の
離
楓
し
得
ぬ
事
佐
知
る
で
あ
J
?
フ。

以
上
を
要
す
る
に
我
ミ
は
輸
出
品
の
交
換
債
格
が
著
し
い
程
度
に
切
下
げ
ら
れ
、
補
足
的
富
は
大
な
る
轍
出
量

を
以
て
備
前
年
の
量
を
維
持
す
る
に
と
V

ま
る
事
を
知
っ
た
。
然
し
之
を
以
て
尻
ち
に
闘
民
的
投
買
と
解
す
る
事

は
出
来
な
い
。
我
ミ
は
輪
出
口
叩
の
債
値
を
低
下
す
る
諸
契
機
を
有
す
る
|
ー
が
、
職
出
綿
究
開
金
、
保
護
闘
暁
的
作

用
が
本
来
の
之
等
政
策
の
致
呆
に
及
ぱ
す
、
過
剰
な
る
商
品
並
び
に
生
産
手
段
の
存
在
に
よ
る
低
評
債
を
以
て
し

て
尚
補
足
的
富
の
絶
動
量
の
上
に
寄
奥
す
る
と
こ
ろ
さ
へ
僅
少
で
あ
り
、
他
方
園
内
の
富
の
偏
在
の
傾
向
に
拍
車

を
典
へ
つ
う
あ
る
事
に
想
ひ
到
れ
ば
、
我
が
轍
出
貿
易
に
投
責
的
性
質
の
存
在
を
否
定
し
得
な
い
の
で
は
な
か
ら

う
か
。
況
や
更
に
嘗
て
の
濁
逸
岡
氏
の
苦
い
韓
臓
に
迄
は
遣
し
な
〈
と
も
、
富
源
生
産
力
の
安
責
並
ぴ
に
飢
餓
轍

出
の
誰
を
進
み
つ
〉
あ
る
で
は
な
い
か
。

矯
替
相
場
の
暴
落
が
園
民
の
宮
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻
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然
替
相
場
の
暴
落
が
園
長
の
宮
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

八
八
八

第
六
披

一
四
六

結

語

以
上
の
剣
定
に
於
て
補
足
的
富
い
い
劃
す
る
需
要
的
債
値
如
何
、
更
に
最
大
購
買
資
力
を
得
ベ
き
轍
出
債
格
如
何

等
の
重
要
な
る
諾
前
提
が
典
へ
ら
れ
な
か
っ
た
斜
め
に
的
確
な
る
剣
定
は
待
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
而
か
も
元
来
岡

際
粧
梼
に
於
て
宮
の
分
配
ぞ
受
け
る
事
務
き
我
闘
が
、
一
見
に
分
盆
享
受
会
件
は
ゴ
る
間
際
分
業
負
捨
eg
重
ね
ゆ
く

傾
向
は
以
上
に
於
て
大
間
窺
ふ
事
を
得
る
正
信
十
る
。
こ
の
事
態
は
世
界
資
本
主
義
の
動
き
の
結
果
と
し
て
生
じ

仁
も
の
で
あ
る
が
、
之

Jr-岡
氏
の
立
場
よ
り
見
る
時
は
、
貿
易
機
構
の
自
然
性
に
棋
悶
4

公
有
す
る

E
栴
し
う
ぷ
む

蕊
に
固
家
の
聴
明
な
る
統
制
策
が
要
請
さ
れ
る
。
南
米
諸
闘
が
そ
の
重
要
輸
出
品
の
輸
出
に
償
っ
て
、
急
替
相
場
を

公
定
し
て
以
♂
輪
出
債
格
(
交
換
債
格
)
の
維
持
仁
努
め
、
世
界
市
場
の
朕
態
営
顧
み
つ
〉
徐
々
に
'
魚
替
公
定
を
廃

止
し
た
方
策
は
、
以
上
の
意
味
に
於
て
興
味
深
い
・
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
剣
定
に
於
け
る
諸
基
準
は
、
線
開
的
評
僚
が
行
は
れ
る
限

h
常
に
依
擦
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
膳
之
に
基
い
て
剣
定
を
試
み
る
事
は
嘗
然
で
は
あ
る
が
、
然
し
現
貸
の
園
民
極
端
併
の
肢
態
を
前
提
し
て
そ
の
趨

用
を
な
す
と
こ
ろ
に
、
こ
の
判
定
の
抽
象
性
が
あ

b
、
形
式
的
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
之
に
と
Y
ま
る
時

は
過
剰
生
産
手
段
、
過
剰
商
品
の
存
在
は
多
A
f

盆
冷
輸
出
品
の
圃
民
的
低
評
債
を
可
能
な
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。

帥
ち
貿
易
機
構
の
み
を
意
志
的
に
改
め
て
も
尚
低
評
債
を
許
す
で
あ
ら
う
。
我
今
は
園
民
鰹
梼
の
本
質
を
顧
み
る

時
こ
の
低
評
債
を
園
民
の
貫
質
的
な
線
瞳
的
評
債
と
し
て
詳
容
す
る
事
営
得
る
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
否
で
あ
る
。

か
く
て
貿
易
に
劃
る
判
定
よ
り
単
に
貿
易
機
構
の
批
判
に
と
Y
ま
ら
中
、
低
評
債
の
根
因
を
な
す
と
こ
ろ
の
岡
内

経
梼
披
態
の
考
察
に
、
こ
の
も
の
は
や
が
て
資
本
主
義
そ
の
も
の
う
批
判
に
ま
で
遊
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

大阪朝日新聞，昭和九年十一月十九日所報18) 


